
平成31（2019）年度　佐賀県立佐賀商業高等学校定時制　学校評価結果
１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●学力向上
・授業の充実・改善
・基礎学力の定着

○全ての授業の実施率を80％
以上にする。
○教師の相互授業参観を年2
回は実施する。
○生徒の学習意欲を向上させ、
将来のための知識・技能の定
着を図る。

○出張で教師が不在の場合は、できるだけ授業の振り替えを行
う。
○学校開放日などと合わせて、相互に授業を参観し合う機会を
設け、教師同士が感想や意見を交換しながら教授法改善や教
材の開発を行う。
○９月を学力定着強化月間と定め、国語・英語・数学を中心に各
教科で基礎的な内容の学習講座を開設する。
○「学びの基礎診断」を活用して生徒の学習到達状況や家庭学
習状況を把握・分析し、面談等を通してその成果を生徒に還元し
学習の改善を促す。

Ｂ

○2月5日時点での授業実施率は全学
年全科目平均78.6％であり、目標は達
成できる。
○11月学校開放週間に合わせ教師相
互の授業参観を呼びかけた。
○９月の学力定着強化月間は、初めて
の試みだったが、順調に行うことができ
た。「学びの基礎診断」を活用し、生徒
の学習到達状況や家庭学習状況を把
握することはできた。

○曜日の振り替え等を確実に行
い、授業実施率80％を維持する。
○授業参観の感想等を交換して、
授業改善に努める。
○学力定着強化月間と「学びの基
礎診断」を行う理由を生徒に事前
に十分例解させるとともに、学力強
化月間の指導を、個々の進路や学
習到達度に応じて工夫する。

教
育
活
動

●志を高める
　教育

・キャリア教育の充
実
・佐賀を誇りに思う教
育充実

○4年生の1学期までには全員
が進路希望を明確にしている。
○ふるさとへの関心を高めると
ともに、地域社会の抱える課題
に対する理解の深化を図る。

○就職が身近に意識できるよう、卒業生を招いて進路講演会を
実施する。
○進学・就職希望者が、進路希望に応じた準備を進められるよ
うに、最新の進路情報の収集・整理し、三者面談などで生徒・保
護者に提供する。
○ホームルーム活動、個人面談等において、自分の生き方・あ
り方について考える機会を作り、目標をもって努力できるように
支援する。
○総合的な学習（探究）の時間や、各教科の学習内容と関連づ
け、地域の問題や課題、その解決のための方策について考える
取り組みを行う。

Ａ

○卒業生による進路講演会は、在校生
の進路意識向上にとって役に立った。
前年度よりも早い段階で、進路意識を
持たせたことで、卒業生が自分の希望
する進路をほぼ決定することができた。
○吉野ヶ里遺跡に関する講話と勾玉作
り体験。松浦党の活躍についての講
話、有田焼についての講話とろくろ体験
を実施し歴史への理解は深まった。地
域社会の抱える課題の理解へも発展さ
せたい。

○卒業生による進路講演会は、四
年生の実態に応じ人数・職種など
決めていきたい。また進学・就職と
も100％達成を目標に、早い段階
から担任・進路指導部が連携しな
がら、生徒により良き進路情報を
提示していきたい。
○佐賀の産業に関する講師を一
人は選び、地域の課題を学ぶ。知
ること体験することで、地域社会で
活躍する人材を育てる。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

○ＩＣＴ利活用 ・スキルの向上

○必要な情報をインターネット
で調べ、自分の意見や考えをま
とめて発表することができる生
徒の割合を70％以上にする。

○「社会と情報」、「総合的な学習（探究）の時間」、「ホームルー
ム活動」等でプレゼンテーション能力の向上を図るために、オ
フィスの基本スキルを習得する指導を継続して行い、習得したス
キルを発揮・評価できる発表会等の機会をできるだけ設ける。 Ａ

○学習用ＰＣを積極的に活用する場面
が多く、スキルが向上した。また、クラス
内や全校生徒の前で発表する機会を設
けたことで、自分の意見や考えを発表で
きるようになった生徒数が増加した。課
題としては、全生徒にはスキルがまだ
身についていないことである。

○消極的な生徒や低学年でもさら
にＰＣ操作や発表の機会を増やす
ことで全体のレベルを向上させる。

教
育
活
動

○学校生活へ
　の意欲向上

・高度資格取得の奨
励
・ボランティア活動の
充実
・生徒会活動の充実

○検定取得に対する意欲を高
め、検定の合格率を8割まで高
める。
○生徒による主体的な活動を
通して、地域社会に貢献する態
度を育てる。
○定時制通信制高校総体や全
国総文祭への参加者数を確保
し、上位入賞を目指す。

○商業に関する科目を選択している生徒に対して検定取得チャ
レンジを促し、検定合格のための補習等の支援を充実する。
○生徒会が中心となって校外清掃活動の運営、献血や募金活
動等への参加の呼びかけを行う等、生徒の自主的な活動を促
し・援助する。
○部活動の編成については、生徒の希望を尊重しつつも、全体
指導や個別ガイダンス等を通してエントリー可能なチームを状況
に応じて臨機応変に編成し、生徒が充実した活動ができるよう、
全職員で指導する。

Ａ

○年間受験者総数78名、合格者総数65
名で合格率83.3％であった。
○生徒会本部が設定した計画に従って
生徒一人一人が自分の役割を意識しな
がら校外清掃活動に取組むことができ
た。
○生徒の特性に合わせて部活動編成
を行った結果、県大会で好成績を残し、
３競技で全国大会に出場できた。

○より上位の級取得を目指す環境
を作っていく。
○来年度は生徒会本部を中心に
献血や募金活動等、校外でのボラ
ンティア活動への取り組みを促す。
○今年度の実施計画や運営方法
を確認したり、再検討したりして個
に応じたきめ細やかな指導を行う。

教
育
活
動

●健康・体づく
り

・給食指導の充実

○食に関する指導を充実させ
規則正しい食習慣・生活習慣の
定着を図る。(毎日朝食をとる生
徒50%、給食の喫食率85%を目
指す)

○ホームルーム活動等で、給食を題材とした食育や食育講話を
実施する。
○「給食だより」「保健だより」を作成・配布し、食品に関する掲示
物、保健に関する情報を提供する。
○担任と連携して生徒一人一人の生活習慣や食生活の実態を
把握し、「早寝・早起き・朝ごはん」のサイクルが確立できるようア
ドバイスをする。
○学校医・保護者・関係機関と連携し、健康教育や保健指導を
充実する。

Ａ

○給食において、メニューの工夫や企
画(弁当作り・手作りハンバーガー・おに
ぎり作り)等に取り組み、給食だより・保
健だよりで生徒への情報提供した結
果、喫食率は88％で目標を上回ること
ができた。給食時間の教室居残りが少
数であるが見られる。
・朝食の喫食率が36％、昨年(40％)より
は下がったが、年度により変動がある。

・引き続き保健だより・給食だより
で情報を提供し、喫食率の向上の
ために、メニューの工夫等の企画
に取り組む。給食時間の教室居残
りは、担任・他職員と協力し給食が
始まったら声かけをする。
・折に触れて朝食の重要性を伝え
ていく。健康診断結果等を活用し
自己の健康面に目を向けさせ食事
の改善に繋げ、保護者等とも連携
し健康教育・保健指導を行う。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●心の教育

・心の健康づくりの推
進
・人権同和教育の推
進

○生徒の心の健康を保つ。
○教育相談体制の充実と職員
への共通理解体制を構築す
る。

○命の大切さや思いやりの育む講話を、ホームルーム活動や全
校集会等で実施する。
○スクールカウンセラーを有効に活用し、悩みのある生徒にはカ
ウンセリングの受診を促すと共に、全校生徒対象に「心の授業」
を実施する。

A

○悩み相談に乗ることができた（90%以
上の生徒が相談しやすいと回答）。
○スクールカウンセラーは有効活用で
きた。全校生徒対象の「心の授業」を実
施していただき好評をえた。

○スクールカウンセラーとも連携し
て、生徒の悩み相談を充実させ
る。
○思いやりの心を持つよう日常か
ら指導を続ける。

教
育
活
動

○生活指導

・基本的生活習慣
・高校生らしい身だし
なみ
・社会生活における
ルールとマナー

○生活のリズムを定着させると
ともに、挨拶やルール・マナー
等に対する意識を高める。
○自己チェックアンケートで、規
範意識が高まったという生徒を
60％以上にする。

○登下校時の校門立哨指導等、学校生活の様々な場面で職員
から挨拶・声かけを率先して行う等、全職員で共通認識を持ち、
一貫した生活指導を行う。
○スマートフォン等の使用マナー・ルールについては生徒会を中
心に啓発活動を行い、意識を高めていく。
○頭髪・服装の改善については、猶予期間を与えて生徒が理解
した上で改善させ、併せて、ルールやマナー意識向上のため、
年に3回自己チェックアンケートを実施する。

Ｂ

○挨拶や交通ルール、時間を守った行
動、言葉遣いやＳＮＳの利用マナー等に
ついて、多くの生徒の意識は高まった。
（自己チェックアンケート13の項目で「で
きている」、「まずまずできている」の割
合の平均は90%）
○アンケート項目によっては状況の悪
いものもあるので対応が必要である。

○全職員の共通理解のもと、声か
けを行う。
○スマホ等の使用ルールについて
の啓発活動を生徒会を中心に実
践することで意識向上につなげる。
○チェックアンケートの内容を再検
討し、意識の向上につなげる。

教
育
活
動

●いじめの問
　題への対応

・学校のいじめ基本
方針に基づいた対応
・いじめを許さない意
識の定着

○未然防止、早期発見・迅速な
対応、再発の防止に努める。
○「いじめは絶対に許されない」
という意識の定着を図る。

○生徒や保護者に対して「いじめに関するアンケート」を年３回
実施し、未然防止や早期発見に努める。
○いじめの防止と撲滅に関する啓発のため、ホームルーム活動
等で「いじめ防止教室」を年２回実施する。

Ａ

○「いじめに関するアンケート」等、いじ
め防止基本方針に基づき実施できた。
○人権・同和教育講演会の内容にいじ
め防止についての内容を盛り込んだ。

○アンケートに限らず日頃から観
察を行い情報交換する。
○命の重みについての授業に関
する情報の収集を積極的に行う。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○新学習指導
　要領への対
　応

・研修・研究活動の
充実

○継続的に研究し、研究成果を
共有する。
○校外研修会へ職員の5割が
参加する。

○移行措置（「総合的な探究の時間」、家庭科における「消費者
教育」等）を確実に実施していく。
○「教育課程」、「総合的な探究の時間」、「ホームルーム活動」、
「道徳教育」の研究班を設置し、新学習指導要領移行へ向けて
の研究を継続的に実施し、研究成果は職員会議等で共有する。
○県教委等が行う教育課程研修会等へ積極的に参加する。

Ｂ

○教育課程研究集会他、校外で行われ
る新教育課程に係る研修会について、
ほぼ全員が参加できたが、「教育課程」
等の研究活動は十分進まなかった。

○校外研修には今年度同様積極
的に参加を促し、研究活動につい
ては、定期的に時間を設け進めて
いく。

教
育
活
動

○個別支援の
　必要な生徒
　への対応

・個別支援の充実
○個々の生徒の状況に応じた
支援の充実を図る。

○毎月、生徒情報連絡会を実施し、変化する生徒の状況を的確
に把握し、情報の共有を はかって早期に連携して対応する。
○特別支援が必要な生徒については、校内個別の指導計画書
を作成し、継続指導できるようにする。
○必要に応じて、スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカーや巡回相談等の制度を活用して、専門的知識を深める
とともに、関係機関と連携して個々状況に応じた指導を充実して
いく。

A

○毎月の生徒情報交換会は実施でき、
全職員で問題を共有できた。
・特別支援が必要な生徒は、本校独自
の様式ではあるが、個別の支援計画書
を作成し、継続的に支援指導できた。
・SCは特に後半は充実した利用ができ
た。巡回相談も2回利用した。SSWも利
用予定である。

○特別支援が必要な生徒につい
て、今年度は情報が錯綜し各教員
が別々に記録を取っていたなどあ
りまとめるのがたいへんだったの
で、次年度は生徒個人でファイル
をつくり、各教員の記録をまとめて
入れていく等の工夫をする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

●業務改善・教
　職員の働き方
　改革の推進

・ＩＣＴ機器の利活用
・分掌間の連携

○ICT機器を利活用して業務を
効率化し、生徒と向き合う時間
を確保する。
○職員・分掌部間の連携を密に
する。

○欠課時数の記録、学習指導要領や校務日誌の作成、会議室
や公用車の予約等、校内LANやSEI-Netの機能をもっと活用し、
業務を効率化する。
○一人二役を実施し、各分掌に複数人員を配置することによっ
て、業務を分散するとともに、分掌間の連携をより緊密にしてい
く。
○職員会議や分掌会議の時間を設定し、会議の効率化を図る。

Ｂ

○今年度からSEI-Netの本格的な活用
に取り組んだことで業務を効率化するこ
とができた。一方、新システムが年度途
中で導入されたことで、操作に慣れず、
作業に時間がかかっている。
○一人二役によって業務分散にはつな
がったが、前年度からの業務引継ぎが
旨くいかず戸惑った。また、分掌間の連
携促進にはつながらなかった。

○新システムに早く慣れて業務の
効率をあげるために、情報推進
リーダーが個々の先生方への操作
への質問等にきめ細かく対応して
ことで、改善を図りたい。
○業務引き継ぎ書を作成（今ある
分は修正）して、旧年度中に業務
内容を共有し、次年度へのスムー
ズな移行を図る。

学
校
運
営

○開かれた学
　校づくり

・広報活動の充実

○「学校の重点目標を知ってい
る」という保護者の割合を8割以
上にする。
○保護者の来校を増やす。

○ホームページを月1回以上更新したり、月1回以上学校だより
「鯱の門だより」を発行し、学校での活動の様子、重点目標を保
護者等に紹介する。
○学校行事、保護者会、学校開放週間等積極的に案内を行い、
保護者の来校を促す。

Ｂ

○重点目標の浸透には至らなかった。
○学校HPを一新して情報量を増やし、
見やすく親しみが持てる工夫をした。学
校だよりでは保護者の来校も促し「夜の
体育祭」は昨年に増して盛況だった。

○保護者の来校を促したり、学校
の重点目標の周知を図るため、学
校ＨＰや「鯱の門だより」の紙面を
工夫する。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

経済社会のグローバル化、情報社会の高度化の中で生きる商業人として、必
要な知識と技術を習得させ、社会で必要なマナーを身に付けさせるとともに、
何事にも自ら考え自ら行動できる生徒の育成を目指す。

２　本年度の重点目標

①将来の生き方について志を持ち、その実現に向け取り組む生徒の育成
②商業人として、グローバル社会の課題や情報社会の高度化に対応できる人材の育成
③社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育の充実
④教職員の指導力の向上

３　目標・評価

①将来の生き方について志を持ち、その実現に向け取り組む生徒の育成

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

○一人一人の進路希望実現へ向けてキャリア教育の充実　　　　　　　　　　　 ○社会性を高める取り組みの充実
○個別支援の必要な生徒への対応の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○新学習指導要領移行へ向けて、移行措置の完全実施と研究・研修活動の充実

②商業人として、グローバル社会の課題や情報社会の高度化に対応できる人材の育成

③社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育の充実

④教職員の指導力の向上

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である


